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転写制御の場合、 FFLは図 1のような 3つの遺伝子(オペロン)からなるネットワークであり、
XがY，Zを，YがZの活性を制御している。制御は正(active)、または負 (repressive )であるとし、
Xから Zへのこつの制御経路がどちらとも正(または負)に働く場合を coherentFFL、両者で異
なる場合を incoherentFFLと言う。一つの FFLの機能については、 Xの活性を入力、 Zの活性
を出力として、理論的・実験的に調べられた [3]。各制御の正負やパラメータに応じて幾つかの機
能が報告されている。 [persistentdetection]一過性の入力には応答せずZの活性には継時入力が






















































表 1:大腸菌 (E.Coli)、ショウジョウバエ (Drosophilα)の二つのデータベースに対する遺伝子


































3 Concentaration detectability of FFL networks 
この節ではFFLのconcentarationdetactorとしての機能を説明する。 singleFFLの機能をもと
に、 FFLが相互作用することで出来る複雑な応答を調べる。
incoherent FFL as a concentration detector :図1でgeneXの発現量を入力、 geneZの発
現量を出力として、 ZのXに対する応答を調べる"。ここで各制御に対しては簡単なHilの式老仮
定する。即ち、活性化に対してはf(XjK，H)= xH j(XH +KH)、抑制に対してはf(XjK，H)= 































を構成した。 H図5(a)にその構成した転写ネットワークを示す。 Feed-backやmutualrepression 
日定常状態だけを調べる。即ち、入力濃度[X]に応じた [Z]の値を見る。ここで [X]はXの発現量。
什Drosophilαは初期ステー ジではー 細胞多核.
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図3:(a) incoherent FFLの一山型応答。左図のようなincoherentFFLに対して、 Zの発現量[Z]
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